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CH， 1 )プロピレンー 1，l-d.(CH，-CH=CO，)とプロピレンートラ ンスー1，2一品( D〉Cz 
/0 C¥日)は触媒上でメチルアセチレンからプロピレンが生成される過程で、プロピレンーシスー1，







































(気相 CH3-C=CH 小 CH3一CH=CH2 小 CH3-CH2一CH3! ~②↑空 I ↓③(吸着相 CH3~C =CHご CH3ー CH=CH2ご CH3一CH2一CH3
にむいて、①及U⑤の逆反応は殆んど起らず、反応の律速段階は④であって、⑤は④よりも遅く、両
速度の比によってプロピレンへの選択率がきまるという結論に達した。
また、トランスd270ロピレンカ切の過程の往復によって生じること、二重結合の移動したdプロピ
レンは、アレンを経由して生じるのではなくて、プロピレンごプロピルの往復によって生じることな
どを明らかにし、各種生成物中の重水素分布を説明しうる反応機作を提出した。
以上を要するに、本論文は、質量分析とマイクロ波分光法とを駆使して、今まであまり知られてい
なかったアセチレン類の接触水素化の反応機構について多くの知見を与えたもので、あって、理学博士
の学位論文として十分価値あるものと認める。
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